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16〃M と,治療中の患者の血中濃度相当で､抗 HCV活性を示すことを明らかにした｡ さ
らに､この系を用いて､リバビリンの作用機序を解析した結果､従来指摘されていた､IFN
シグナル系や酸化ストレスへの影響がないこと､複製過程のHCVRNAへの変異誘導能も
ないことを明らかにし､リバビリンの抗HCV活性の作用機序は､リバビリンがイノシン一
リン酸脱水素酵素を阻害することに起因していることを兄いだした｡
よって本研究者は､博士 (医学)の学位を得る資格があると詑める｡
